グリーン提案書

１．製品概要

	製品名
	

	製造者名
	

	製品の特長
	

	製品の標準納期
	提案品
	
	従来品
	

	仕様の開示・適用※
	可・否
	

	従来品の概要
	


※本提案が採用された場合，原則として当社仕様書へ反映し，他社へ仕様の開示・適用を行います。

仕様開示の可否および否の場合は，その理由を記入してください。



会社概要

	会社名
	

	所在地
	

	電話・ＦＡＸ番号
	
	担当者名
	

	環境認証の取得

（取得している

場合記入）
	取得区分： 
	ISO14001，ｴｺｱｸｼｮﾝ21，その他（　　　　　　　　　　　　　）

	
	認証年月日
	　　　年　　月　　日
	認証No
	

	
	認証機関
	


　　　※ご記入いただいた上記お取引先情報につきましては，グリーン調達に関する業務だけに使用し，他の目的に使用することはございません。

２．製品の環境評価

	
	
	評価項目
	基準の考え方
	評　価※
	評価項目に対する製品の具体的内容

	生産
	①
	製品に使用する材料，部品にPRTR法等で規制されている化学物質を含んでいない。
	規制化学物質

含有の有無
	無・有
	

	
	②
	製品は，小型・軽量化により省資源化を図っている。


	従来品との

比較
	
	

	
	③
	製品に使用する材料の種類は，可能な限り少なくし，材料の統一を図っている。
	
	
	

	
	④
	製品に使用する材料にリユース部品を使用している。


	
	
	

	
	⑤
	製品に使用する材料にリサイクル部品を使用している。


	
	
	

	流通
	⑥
	製品の梱包材を簡略化，再利用，リサイクルいずれかしている。


	
	
	

	使用
	⑦
	製品は，修理や部品交換を容易なものであり使用期間の長期化を図っている。
	
	
	

	
	⑧
	製品は，低消費電力型設計である。


	
	
	

	
	⑨
	製品は，リサイクル，分別回収，適切な廃棄を容易にするため，適切な材料表示がなされている。
	材料表示の有無
	有・無
	

	廃棄
	⑩
	製品は，リサイクルが容易な設計となっている。


	従来品との

比較
	
	

	
	⑪
	製品は，分別・回収が容易な設計となっている。


	
	
	

	
	⑫
	製品は、焼却施設や埋立処分場にできるだけ負荷をかけないよう処理、処分に配慮している。
	
	
	


※従来品との比較においては定量評価とする。（例．従来品比30％省資源化　等）
３．コスト比較（算定条件についても記載してください。）

	
	イニシャルコスト
	ランニングコスト
	リサイクル／廃棄処理コスト
	トータルコスト
	耐用年数

	提案品


	
	
	
	
	

	従来品


	
	
	
	
	


４．その他（製品に関するＰＲ事項等ございましたらご記入してください。）

	


（注）
①提案製品に関する技術資料（仕様書等）を添付してください。　②本調査内容について，関連資料の提出および説明を依頼する場合がございます。

